
がんばれ！
全国大会！

生比奈少女バレークラブ
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優勝！
おめでとう！

優勝！
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一
市
四
町
の
議
会
議
長
や
県
議
会
議
員
な

ど
が
見
守
る
な
か
、
合
併
協
議
会
規
約
等
に

関
す
る
協
議
書
に
各
首
長
が
調
印
し
た
後
、

協
議
会
会
長
に
就
任
さ
れ
た
四
国
大
学
大
学

院

若
山
浩
司
教
授
か
ら
「
会
長
の
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
、
大
変
だ
と
思
っ
て
い
る
。
大

学
の
研
究
者
と
し
て
、
初
め
て
合
併
に
関
与

し
た
の
が
約
四
年
前
の
広
域
行
政
懇
話
会
。

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聴
い
て
、
こ
れ
は
大
変

だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
様
々

な
手
順
を
経
て
、
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
議
会
、
県
、
住
民
の
一
致
協
力
し

た
力
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
情
報
提
供
な
ど
を
十
分
に
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
事
務
局
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。」と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
副
会
長
と
な
っ
た
一
市
四
町
の
各

首
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
こ
の
中
で
川
口
勝
浦

町
長
は
「
記
念
す
べ
き
一
市
四
町
合
併
協
議

会
の
式
典
に
参
加
で
き
、
う
れ
し
く
思
っ
て

い
る
。
二
月
五
日
の
首
長
会
談
以
降
、
や
っ

と
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
と
感
慨
深
い
も

の
が
あ
る
。
一
市
四
町
の
議
長
、
議
員
に
は
、

法
定
協
議
会
設
置
の
議
案
を
議
決
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
は

二
百
年
に
一
回
の
大
転
換
期
に
あ
る
。
人
口

は
今
後
減
少
に
転
じ
、
五
十
年
後
に
は
半
減

す
る
と
の
予
測
が
さ
れ
て
い
る
。
行
政
と
し

て
は
、
将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
が
必
要

で
、
そ
の
た
め
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

山
、
川
、
海
に
面
し
た
一
市
四
町
が
特
性
を

活
か
し
た
す
ば
ら
し
い
市
が
で
き
る
よ
う
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
合
併
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
必
要

で
あ
る
。
さ
ら
な
る
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
述
べ
る
な
ど
、
各
首
長
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
性
が
生
き
る
す
ば
ら
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
協
議
を
進
め
た
い
と
あ
い
さ
つ
さ
れ

ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
徳

島
県
地
域
振
興
局
河
野
局
長
の
祝
辞
、
各
市

町
か
ら
事
務
局
に
勤
務
す
る
職
員
の
辞
令
交

付
が
あ
っ
た
後
、
式
典
出
席
者
六
十
人
余
が

合
併
の
成
功
に
向
け
、
誓
い
を
新
た
に
ジ
ュ
ー

ス
で
乾
杯
し
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

２

「
勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間
一
市
四
町
合
併
協
議
会
設
置
記
念
式
典
」

小
松
島
市
役
所
で
開
催
！

七
月
十
五
日

各
市
町
の
議
会
の
議
決
を
経
て
、
小
松
島
、
勝
浦
、
上
勝
、
那
賀
川
、
羽

ノ
浦
の
一
市
四
町
は
、
七
月
十
五
日
、
小
松
島
市
役
所
４
階
会
議
室
に
お
い

て
合
併
特
例
法
に
基
づ
く
合
併
協
議
会
の
設
置
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

Part 12

「市町村合併」

を考える



３

合
併
協
議
会
に
参
画
す
る
委
員
は
、
各
市

町
か
ら
八
人
と
学
識
経
験
者
五
人
の
計
四
十

五
人
で
構
成
さ
れ
、
新
市
の
建
設
計
画
や
名

称
、
庁
舎
の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま

す
。市
町
か
ら
選
出
さ
れ
た
八
人
の
委
員
の
内

訳
は
、
首
長
、
議
会
議
長
、
議
会
議
員
二
人

お
よ
び
住
民
代
表
四
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
会
の
役
員
及
び
委
員
は
、
次
の
方
々

で
す
。

ま
た
、
合
併
協
議
事
務
を
進
め
る
た
め
、

小
松
島
市
役
所
内
の
事
務
局
で
一
市
四
町
の

職
員
が
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
勝

浦
町
か
ら
は
次
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間

一
市
四
町
合
併
協
議
会
事
務
局

総
務
班
長

倉
坪
泰
幸
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

推
進
第
二
班
員

中
田
敦
士
（
総

務

課

主

事
）

連
絡
先

勝
浦
町
理
事

数
藤

総
務
課

野
上
ま
で

二
―
二
五
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

二
―
三
〇
二
八

e-m
a
il

sou
m
u@
tow
n
.k
atsu
ura.tok
u
shim
a.jp

勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間
一
市
四
町
合
併
協
議
会

委
員
を
各
市
町
等
か
ら
選
出
！

勝
浦
町
の
勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間

一
市
四
町
合
併
協
議
会
委
員

新
居
福
夫

高
橋
嗣
男

岸
上
イ
マ
ノ

山
本
圭
一

押
栗
義
雄

西

勝
已

宮
本
久
治

川
口
幸
一

氏

名

住

民

代

表

（
規
約
第
七
条
第
一
項
第
三
号
）

住

民

代

表

（
規
約
第
七
条
第
一
項
第
三
号
）

住

民

代

表

（
規
約
第
七
条
第
一
項
第
三
号
）

住

民

代

表

（
規
約
第
七
条
第
一
項
第
三
号
）

勝
浦
町
議
会
議
員

（
規
約
第
七
条
第
一
項
第
二
号
）

勝
浦
町
議
会
議
員

（
規
約
第
七
条
第
一
項
第
二
号
）

勝
浦
町
議
会
議
長

（
規
約
第
七
条
第
一
項
第
二
号
）

勝
浦
町
長

（
規
約
第
七
条
第
一
項
第
一
号
）

備

考

勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間

一
市
四
町
合
併
協
議
会
監
査
委
員

栗
城

宏

氏

名

勝
浦
町
監
査
委
員

（
規
約
第
一
七
条
）

備

考

勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間

一
市
四
町
合
併
協
議
会
役
員

副
会
長

会

長

役
員
名

羽
ノ
浦
町
長

那
賀
川
町
長

上
勝
町
長

勝
浦
町
長

小
松
島
市
長

四
国
大
学
大

学
院
教
授

職

数

藤

善

和

臣

永

正

廣

笠

松

和

市

川

口

幸

一

西

川

政

善

若

山

浩

司

氏

名

市
町
村
合
併
や
合
併
協
議
会
に
関
す
る

ご
意
見
や
ご
質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

合併特例法第３条の「合併協議会」

のことであり、地方自治法第252条の

２第１項の規定（普通地方公共団体の

広域にわたる総合的な計画の共同作成

など）により、合併市町村建設計画の

作成、その他市町村の合併に関する協

議を行うため設置されるものです。

この協議会の設置には、合併する市

町村のそれぞれの議会で、協議会の規

約等に関し議決が必要であり、この手

続きが未済の協議会を「任意協議会」

と称しています。

市町村合併豆知識 法定協議会とは？
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machikado sanpomichi

地 区 氏 名 電 話 地 区 氏 名 電 話

石 原 中 村 喜代冶 ２－３３５５ 棚 野 河 野 正 安 ２－２１９０

中 角 中 西 泰 雄 ２－３１７３ 中 山 谷 尻 亨 ２－２６３５

中 角 原 田 昭 三 ２－３１６７ 中 山 北 内 恒 男 ２－３５４７

生 名 柳 田 義 博 ２－３６６１ 横 瀬 溝 田 義 昭 ２－１７１５

今 山 今 岡 重 幸 ２－３４６３ 横 瀬 清 水 一 史 ２－３７７３

星 谷 森 内 智 ２－３５８３ 与川内 森 川 福 市 ２－３５５０

久 国 米 澤 好 延 ２－２１３０ 坂 本 末 廣 孝 好 ２－４７１９

第
五
十
二
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
あ
た
り

保
護
司
の
皆
さ
ん
が
七
月
一
日
町
役
場
に
来
庁
さ
れ

川
口
町
長
に
法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡

し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
民

間
団
体
の
参
加
・
協
力
の
下
、
毎
年
七
月
を
強
調
月

間
と
し
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
本
年
で
五
十
二
回
を

迎
え
ま
す
。

今
年
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、「
犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更
生

を
支
え
、
人
々
が
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く
明
る
い

地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
」
と
し
、
統
一
標
語
に

「
ふ
れ
あ
い
と

対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
」
を

掲
げ
ま
し
た
。

犯
罪
・
非
行
が
生
ま
れ
る
の
も
、
社
会
復
帰
を
果

た
す
場
も
地
域
社
会
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
や
非
行

に
陥
っ
た
少
年
た

ち
の
更
生
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
た
め

に
は
、
本
人
の
意

欲
と
併
せ
、
地
域

社
会
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

七
月
八
日

に
横
瀬
小
学
校
の
四
年
生
二
十
七
人
が
、

横
瀬
地
区
汚
水
処
理
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

施
設
を
見
た
児
童
た
ち
は
、
汚
れ
た
水
が
微
生
物
を
利

用
し
て
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
機
械
や
お

金
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
た
ち
が
使
っ
て
汚
れ
た
水
が
川
や
海
へ
流

れ
た
後
、
雨
と
し
て
山
へ
降
り
、
そ
の
湧
き
水
な
ど
を
取

水
し
て
、
も
う
一

度
水
道
水
と
し
て

帰
っ
て
く
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。

や
が
て
帰
っ
て

く
る
水
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
、
水
を

使
う
と
き
の
節
水

や
汚
れ
を
流
さ
な

い
工
夫
を
家
庭
で

し
て
ほ
し
い
と
お

願
い
を
し
ま
し
た
。

横瀬小学校

横瀬地区
汚水処理場見学会

水をきれいにたいせつに

新農業委員決まる
去る７月７日に行われた第18回農業委員統

一選挙において当選された方と議会推薦を受

けられて、次の方が農業委員になられました。

「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」に
ご
協
力
を

保
護
司
の
皆
さ
ん

掛

谷

湯

浅

芳

洋

中

角

長

田

喜

廣

生

名

出

葉

イ
ト
エ

今

山

大
久
保

恒

雄

星

谷

川

口

幸

一

棚

野

坪

井

恵

子

横

瀬

稲

井

稔

坂

本

森

喜

美

（
順

不

同
）

（月）
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まちかど散歩みち

勝浦町ライスセンターをご利用ください

〔 ライスセンター概要 〕

〔 利 用 料 〕
乾 燥 １基当り 15,000円

もみすり １㎏ 15円

所 在 地 勝浦町大字棚野字山田33番地

乾燥調製施設 鉄骨スレート １棟 264㎡

機械設備関連 乾 燥 機 10基（1.8ｔ） もみ す り機 ２基

自動選別計量器 ２基 カンタンハンド ２基 ほか

総 事 業 費 44，880，000円

この施設は、国の経営構造対策事業の１つである「集落営農経営確立支援事業」により整備をすすめ

本年３月末に完成したものです。

町では、農作業受委託組織である勝浦グリーンサービスを担い手としてファームサービス事業を積極

的に進めるにあたり、平成５年度に県単独事業で倉庫、乾燥機等を整備し順調に事業を展開してまいり

ましたが、このたび機械の老朽化や施設利用の増大に伴い、設備の更新に迫られていました。

このライスセンターの完成により、ファームサービス事業の一層の充実と作業の効率化を推進し、経

営体（受委託組織）の育成強化を図るとともに、地域農業の発展につながるものと期待を寄せています。

〔 連 絡 先 〕
農作業の委託を希望したいと思われる

方は、最寄の会員までご連絡ください。

山 田敏 信（久国）２－２１７８

中 村 悟（横瀬）２－３８７６

上 田善 一（中山）２－２３１７
中 根義 廣（星谷）２－３１５４

東 山 廣（中角）２－２８４６

〔 オペレーター募集 〕
ライスセンターのオペレーターを次のとおり募集します。

○募集人員 若干名

○雇用期間 ９月20日から10月20日（約１か月の予定）

○雇用条件 町内在住の女性、年齢不問。初心者可。

○従事内容 乾燥、もみすり作業（機械操作）、事務作業

○申込締切 ８月末日まで

その他、詳細については申込希望者に追って説明します。

申込（連絡）先 役場産業振興課 ２－1505

水稲の乾燥もみすりはこちらにおまかせ・・・

作業内容 単 位 料 金

水 稲 関 係

耕 耘
10アール（１ 回）

10アール（ハウス中）

7，000円

10，000円

田 植 10アール 10,000円

稲 刈 10アール 26，000円

園 芸 関 係 畑 作 耕 耘 10アール 8，000円

施設園芸関係 深耕（ハウス） 10アール 10，000円

その他勝浦グリーンサービスでは次の農作業を受託しています。
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machikado sanpomichi

ペプシカップ第22回全日本バレーボール小学生大会県大会

生比奈クラブＡ 優 勝

ペ
プ
シ
カ
ッ
プ
第
二
十
二
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
県
大
会
が
、
六
月
二
十
三
日
、
三
十
日
、

七
月
七
日
の
三
日
間
、
松
茂
町
総
合
体
育
館
他
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
、
生
比
奈
ク
ラ
ブ
Ａ
が
新
野
レ
モ

ン
ズ
を
破
り
、
見
事
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

第
二
シ
ー
ド
の
生
比
奈
ク
ラ
ブ
は
、
六
月
三
十
日
大

会
二
日
目
二
回
戦
か
ら
登
場
。
シ
ー
ド
チ
ー
ム
が
敗
れ

る
波
乱
の
中
、
浅
川
草
魂
、
神
宅
、
日
和
佐
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
に
勝
利
し
ベ
ス
ト
８
入
り
。
七
月
七
日
の
準
々
決
勝

で
は
八
万
南
を
二
対
一
、
準
決
勝
で
は
川
上
若
鮎
を
二

対
〇
で
破
り
、
初
め
て
の
決
勝
に
進
出
。

決
勝
で
は
、
序
盤
に
三
点
を
連
取
し
流
れ
を
つ
か
み

日
浦
、
中
村
の
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
で
相
手
の
ス
パ
イ
ク
を

寄
せ
付
け
ず
、
第
一
セ
ッ
ト
を
先
取
。
第
二
セ
ッ
ト
は

新
野
の
ス
パ
イ
ク
が
決
ま
り
だ
し
接
戦
と
な
っ
た
が
、

地
力
に
優
る
生
比
奈
は
ラ
イ
ト
中
村
、
レ
フ
ト
坪
井
の

ス
パ
イ
ク
が
要
所
で
き
ま
り
、
粘
る
新
野
を
振
り
切
り

ま
し
た
。

全
国
大
会
は
八
月
六
日
か
ら
四
日
間
、
東
京
体
育
館

他
で
開
か
れ
ま
す
。

与川内地区には

以前からホタルが

生息しておりまし

たが、最近になっ

て地元愛好者の保

護活動により、急

速にホタルの数が

増えつつありまし

た。また、昨年あたりから、町内外を問わず、ホタルの鑑

賞にお越しになる方が増えています。こうした現状をふ

まえ、去る６月13日与川内ホタル村保存会（会長 押栗義

雄）を結成致しました。

７月13日には第１回役員会を開催し、「ホタルの生息の

紹介や保護に対する看板の設置」や「ホタルのエサとな

るカワニナの養殖」などに取り組んでいくことを決めま

した。翌日、早速阿南市新野町にてカワニナを採取し、

生息場所である坂本川、与川内沼谷川にコンテナ５杯分

を放流しました。

今後は与川内区民、また町民の皆さんにもご協力を頂

き、与川内地区、ひいては勝浦町の活性化につながれば

と考えておりますので、ご協力をよろしくお願いします。

問い合わせ先 事務局 神子 勝 宅 ２－2772

山
平
さ
ん
（
横
瀬
）

親
子
で
快
挙
！

六
月
三
十
日
に
北
海
道
で
行
な
わ
れ
た
「
第
十

七
回
サ
ロ
マ
湖
百
㎞
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
に
て

山
平
里
美
さ
ん(

横
瀬)

が
一
般
の
部
女
子
で
、
九

時
間
四
分
十
一
秒
の
タ
イ
ム
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
息
子
さ
ん
の
山
平
和
也
さ
ん
も
七
時
間

八
分
四
十
二
秒
の
タ
イ
ム
で
一
般
の
部
男
子
に
て

優
勝
し
ま
し
た
。

当
日
は
最
高
気
温
が
二
十
七
・
八
度
ま
で
あ
が

る
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
そ
の
中
を
大
会
に
は
男

女
合
わ
せ
て
二
千
三
百
八
十
九
人
が
参
加
、
完
走

者
千
五
百
十
八
人
の
中
で
栄
え
あ
る
優
勝
に
輝
い

た
山
平
里
美
さ
ん
、
和
也
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

与川内ホタル村保存会
結 成

１

日

浦

彩

香

２

小

原

小

明

３

高

井

佑

佳

４

立

石

友

美

５

瀧

口

仁

愛

６

田

中

美

帆

７

松

鷹

里

枝

８

中

村

真

弓

９

山

口

有

紀

10

坪

井

涼

香

生
比
奈
ク
ラ
ブ
Ａ
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日

時

平
成
十
四
年
八
月
三
日

午
後
六
時
か
ら
八
時
三
十
分

場

所

喜
楽
苑
（
北
庭
）

イ
ベ
ン
ト

津
軽
三
味
線

（
民
謡
歌
手

駒

幸
夫
氏
）

阿
波
踊
り

（
棚
野
子
供
会
・
や
っ
こ
連
）

カ
ラ
オ
ケ
・
打
ち
上
げ
花
火
他

模
擬
店

た
こ
焼
き
、
た
い
焼
き
、
焼
き

そ
ば
、
生
ビ
ー
ル
、
ジ
ュ
ー
ス

金
魚
す
く
い

他（
す
べ
て
無
料

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
）

※
雨
天
の
場
合
は
規
模
を
縮
小
し
て

行
い
ま
す
。

先
月
の
広
報
で
町
営
住
宅
の
入
居
希
望

者
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
応
募
者
が
な
か
っ

た
の
で
、
次
の
と
お
り
再
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
四
年
八
月
一
日

～

八
月
十
六
日

ま
で
の
間

入
居
申
込
先

役
場
住
民
課

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し

て
い
ま
す
）

二
―
一
五
〇
一

募
集
住
宅
名

久
保
住
宅
（
坂
本
）
一
戸
分

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
て
三
Ｄ
Ｋ

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

す
る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
で
住
ん

で
い
る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後

本
町
に
住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活

す
る
方
を
含
む
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る

こ
と
（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額

二
十
万
円
以
下
）。

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
す
る
能
力

を
有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
名
の
連
帯
保
証
人

が
必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト

の
飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃

家
賃
は
入
居
者
全
員
の
所

得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
一
か
月
二

万
円
か
ら
三
万
五
千
円
程
度
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
家
賃
は
毎
年
所
得
に
よ

り
改
正
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
か

月
分
が
必
要
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
四
年
九
月
一
日

（
予
定
）

選

考

勝
浦
町
町
営
住
宅
設
置
お

よ
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura.tokush ima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokushima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokush ima.jp

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyou iku@town.katsuu ra.tokushima.jp

情報アラカルト

募 集

イベント
催し物

第
十
一
回

喜
楽
苑
・
オ
レ
ン
ジ
荘

納
涼
夏
祭
り

福

祉

課

町
営
住
宅
入
居
者

再
募
集
に
つ
い
て

住

民

課

（木）

（金）

（土）

（日）

（１）

（２）（３）（４）（５）
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次
の
と
お
り
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
希
望
の
方
は
申
し
込
み
用
紙

を
勝
浦
町
役
場
総
務
課
へ
請
求
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
試
験
案
内
に
つ
い
て
の

詳
細
は
総
務
課
で
交
付
し
ま
す
。）

試
験
日
時

平
成
十
四
年
九
月
二
十
二
日

午
前
十
時
か
ら

試
験
場
所

徳
島
大
学
総
合
科
学
部

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
及
び
受
験
資
格

受
付
期
間

平
成
十
四
年
七
月
二
十
九

日

か
ら
平
成
十
四
年
八
月
十
二
日

ま
で
の
執
務
日
（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

郵
送
に
よ
る
受
付
は
、
平
成
十
四
年

八
月
十
二
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
り
受
付
し
ま
す
。

受
付
期
間
経
過
後
の
申
し
込
み
は
、

一
切
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
四
年
度

勝
浦
町
職
員
採
用
試
験

案
内

総

務

課

海上保安大学校・海上保安学校学生募集
人事院と海上保安庁では、次のとおり海上保安庁職員となる海上保安大学校および海上保安学校（平成15年４月入校）の学生を募集しています。

大 学 校 学 校

受 験
資 格

年 齢 昭和57年４月２日以降生まれの者
（入学する年の４月１日現在で21歳未満の者）
学 歴 高等学校又は中等教育学校卒業（見込）
の者および同等の資格があると認められる者

年 齢 昭和54年４月２日以降生まれの者
（入学する年の４月１日現在で24歳未満の者）
学 歴 高等学校又は中等教育学校卒業（見込）
の者および同等の資格があると認められる者

採 用
予定数

約 45 名
船舶運航システム課程 約60名 航 空 課 程 約10名
情報システム課程 約40名 海洋科学課程 約10名

受 付
期 間 ８月29日 から９月10日 ７月25日 から８月８日
第１次
試 験 11月２日 ・11月３日 ９月29日
第２次
試 験 12月20日 10月24日 から10月26日 ※ 指定する日
第３次
試 験 12月19日 から12月24日 ※ 航空課程のみ（指定する日）
最 終
合格者
発 表

平成15年１月23日
11月14日 ※ 船舶、情報、海洋各課程
平成15年１月17日 ※ 航空課程

入 校 平成15年４月

問い合わせ先 小松島海上保安部管理課 〒773-0001 小松島市小松島町字外開1-11 （08853）３－2246

自 衛 官 募 集
募 集 種 目 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日

２等陸・海
・空士

男 子
18歳以上27歳未満

常 時 受 付 受付後に指定

女 子 ８月５日から９月６日 ９月24日から９月25日

曹 候 補 士 18歳以上27歳未満 ８月５日から９月６日
一次 ９月16日
二次 10月２日から10月８日

一 般 曹 候 補 士 18歳以上24歳未満 ８月５日から９月６日
一次 ９月16日
二次 10月２日から10月8日

看 護 学 生 高卒（見込）以上22歳未満 ９月12日から10月11日
一次 10月22日
二次 11月22・23日

航 空 学 生 高卒（見込）以上21歳未満 ８月５日から９月６日
一次 ９月21日
二次 10月12日から10月17日
三次 11月10日から12月６日

防 衛大学校学生 高卒（見込）以上21歳未満
推薦 ９月５日から９月９日 ９月22日から９月23日

一般 ９月12日から10月11日
一次 11月９日・10日
二次 12月10日から12月13日

防衛医科大学校学生 高卒（見込）以上21歳未満 ９月12日から10月11日
一次 11月２・３日
二次 12月４日から12月6日

自衛隊生徒（男子） 中卒（見込）以上17歳未満 11月５日からＨ15年１月７日
一次 Ｈ15年1月11日
二次 Ｈ15年1月24日から27日

一
般
事
務

（
初
級
）

試
験
区
分

若

干

名

採
用
予
定
人
員

昭
和
五
十
二
年

四
月
二
日
か
ら

昭
和
六
十
年
四

月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

受

験

資

格
（月） （日）

（月）

（火）

（木）

（金）

（土） （日）

（木） （木） （木）

（日）

（木） （土）

（火）（木）

（木）

（金）

（１）（２）（３）（４）

※曹候補士および一般曹候補学生で高校卒業予定者は３月31日現在18歳の者

詳しいことがお知りになりたい方は自衛隊阿南事務所にお気軽にご相談ください （0884）22－6981
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勝
浦
町
で
は
、
今
年
も
九
月
十
五
日

に
「
第
三
十
三
回
勝
浦
町
敬
老
町
民
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
敬
老
の
つ
ど
い
は
、
平
成
十
年

度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
、
対
象
年
齢
の
引

き
上
げ
実
施
時
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
今
年
度
の
案
内
通
知
の
発

送
対
象
者
は
、
次
の
方
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

満
七
十
三
歳
以
上
の
方

（
昭
和
四
年
九
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
昨
年
度
の
該
当
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

敬
老
の
つ
ど
い
に
関
す
る
詳
細
は
来
月

号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
来
年
度
以
降
の
対
象
者
は
、
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

満
七
十
三
歳
以
上
の
方

（
昭
和
五
年
九
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

満
七
十
四
歳
以
上
の
方

（
昭
和
五
年
九
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

勝
浦
町
身
体
障
害
者
会
・
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
で
は
、
会
員
同
士
の
親
睦
、
研
修

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
、
保
護
者
で
入
会
希
望

の
方
は
、
左
記
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
会
事
務
局

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

（

二
―
四
六
五
二
）
ま
で
。

精
神
保
健
福
祉
の
普
及
啓
発
を
目
的
に

講
演
会
お
よ
び
精
神
保
健
福
祉
展
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
。

講

演
『
家
族
の
こ
こ
ろ
・

家
族
の
シ
ス
テ
ム
』

講

師

団

一
郎
氏

（
立
命
館
大
学
大
学
院
応
用

人
間
科
学
研
究
学
科
教
授
）

日

時

平
成
十
四
年
八
月
五
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

（
午
後
一
時
開
場
）

場

所

小
松
島
ミ
リ
カ
ホ
ー
ル

小
松
島
市
小
松
島
町
字
新
港
九
―
一
〇

精
神
保
健
福
祉
展

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

パ
ネ
ル
展
示

障
害
者
の
作
品
展
示

問
い
合
わ
せ
先

阿
南
保
健
所

精
神
保
健
係

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二

八
月
四
日

毎
年
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第
一
日

曜
日
を
全
町
一
斉
清
掃
日
と
定
め
、
環
境

衛
生
の
保
全
、
環
境
美
化
の
向
上
に
ご
協

力
い
た
だ
き
「
清
流
に
緑
映
え

人
輝
く

ま
ち
」
づ
く
り
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
月
も
八
月
四
日
を
全
町
一
斉
清
掃
日

と
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
区

長
さ
ん
や
保
健
部
長
さ
ん
の
指
示
に
従
っ

て
、
地
区
の
実
情
に
あ
っ
た
方
法
で
一
戸

に
一
人
は
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

お知らせ
第
三
十
三
回

敬
老
町
民
の
つ
ど
い
に
つ
い
て

福

祉

課

こ
こ
ろ
の
健
康
と
家
族

講
演
会
の
案
内
に
つ
い
て

福

祉

課

勝
浦
町
身
体
障
害
者
会

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

か
ら
お
知
ら
せ

福

祉

課

お盆のごみ収集業務休業のお知らせ

８月14日 から16日
８月14日 から16日 はお盆のため、ご

み収集業務を休業いたします。

大変ご迷惑をおかけいたしますが、ごみ

を出さないようお願いいたします。

なお、休業日前後はごみが集中すると思

われますので、各家庭で計画を立て、ごみ
の収集業務にご協力ください。

第
三
回

全
町
一
斉
清
掃

住

民

課

今
年
度
の
該
当
者

平
成
十
五
年
度

該
当
者

平
成
十
六
年
度

該
当
者

（月）

（水） （金）

（日）

（日）

（水） （金）

（１）（２）

〝

〟



10

感
電
な
ど
の
電
気
事
故
は
、
夏
季
に
集

中
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
八
月
を
「
電
気
使
用
安
全

月
間
」
と
定
め
、
経
済
産
業
省
主
唱
の
も

と
電
気
の
使
用
安
全
に
関
す
る
行
事
が
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

電
気
機
器
は
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会

（
徳
島
支
部

小
松
島
出
張
所
）

〇
八
八
五
三
―
三
―
三
〇
七
六

七
月
一
日
付
で
、
次
の
と
お
り
人
事
異

動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（

）
内
は
旧
任
で
す
。

総

務

課

用
務
員

原

晴

美

（
教
育
委
員
会
用
務
員
）

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金
は
安

全
・
確
実
・
有
利
な
「
建
設
業
退
職
金
共

済
制
度
」
が
お
す
す
め
で
す
。

建
設
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

☆
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
！
（
加
入
時

に
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

☆
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
！

☆
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補

助
し
ま
す
！

建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ま
へ

☆
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

☆
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
！

☆
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引
・
レ

ン
タ
カ
ー
割
引
等
の
提
携
サ
ー
ビ
ス
事

業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
徳

島
県
支
部
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
八
八
―
六
二
二
―
三
一
一
三

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
退
共
徳
島
県
支
部

建
退
共
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
退
職

金
の
試
算
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.alles.or.jp

/
k
en
tai1
/

職
員
人
事
異
動

総

務

課

八
月
は

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」で
す

畑総水利用の節水について

正木ダムからの
導水管断水について

平素は、土地改良区の運営並びに畑総水利用について、

格別のご理解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

このたび、水源正木ダムからの導水トンネルが、国、

経済産業省の法定検査に伴い、次の日程のとおり断水い

たします。

検査期間

平成14年12月３日 から
平成15年２月21日 の予定

ついては、ろ過池への補給水用施設を利用して、一応

末端施設には通水する予定ですが、多数の方が一度に利

用すれば断水する恐れがありますので、節水と自己対策

をお願いします。

ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

日
本
全
国
ど
こ
の
現
場
で
も

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

～

危険 いっぱいで

ぬれ手で電気は

（火）

（土）



11

介
護
保
険
制
度
は
、
要
支
援
者
・
要
介
護
者
の

自
立
、
自
宅
で
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
、
い

ろ
い
ろ
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
・
通
所
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
に
、
自
宅
で

の
生
活
を
便
利
に
し
、
介
護
を
し
て
い
る
人
の
負

担
を
減
ら
し
、
高
齢
者
の
生
活
に
合
わ
せ
た
住
宅

環
境
を
整
備
す
る
目
的
で
「
福
祉
用
具
」、「
住
宅

改
修
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
に
も
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い

制
度
で
も
あ
り
、
絶
対
に
個
人
と
事
業
者
だ

け
で
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

貸
与
（
レ
ン
タ
ル
）
と
購
入
の
二
種
類
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
象
品
目
（
車
い
す
、
杖
な
ど
の
日

常
的
な
道
具
）
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

福
祉
用
具
は
多
く
の
種
類
の
用
具
が
販
売
さ
れ
て

お
り
、
対
象
品
目
だ
け
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
幅

広
く
情
報
を
集
め
、
自
分
の
身
体
・
生
活
に
合
わ

せ
た
福
祉
用
具
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
品
目
は
次
の
十
七
品
目
で
す
。

①

貸
与
の
場
合

指
定
十
二
品
目

②

購
入
の
場
合

指
定
五
品
目

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
間
支
給
限
度
額

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

日
本
式
の
住
宅
は
段
差
が
多
く
、
和
式
ト
イ
レ
・

狭
い
階
段
な
ど
は
、
高
齢
者
の
行
動
に
大
き
な
負

担
と
な
り
、
結
果
と
し
て
転
倒
骨
折
な
ど
の
事
故

の
発
生
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

を
改
善
す
る
の
が
「
住
宅
改
修
」
で
す
。
原
則

と
し
て
一
人
に
つ
き
上
限
額
ま
で
の
利
用
し

か
で
き
な
い
た
め
、
工
事
費
用
と
使
用
年
数
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
工
事
は
次
の
五
つ
で
す
。

①

手
す
り
の
取
り
付
け

②

段
差
の
解
消

③

床
・
通
路
面
の
材
料
変
更

④

扉
の
取
り
替
え
（
開
き
戸
↓
引
き
戸
）

⑤

便
器
の
洋
式
化

⑥

①
か
ら
⑤
に
関
す
る
必
要
工
事

累
積
支
給
限
度
額

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

ま
ず
目
的
（
家
の
中
を
自
由
に
歩
き
た
い
。
介
護

者
の
負
担
を
減
ら
し
た
い
。
な
ど
）
を
決
め
、
現

在
の
生
活
・
自
分
の
身
体
、
家
族
な
ど
の
状
況
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
に
、

①

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
す
る
。

②

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
必
要
と
判
断
し
た
場

合
、
事
業
者
・
利
用
者
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

で
協
議
し
、
給
付
対
象
・
対
象
外
の
確
認
を

し
ま
す
。

③

費
用
と
効
果
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
利
用
者

が
納
得
す
れ
ば
工
事
・
購
入
の
開
始
と
な
り

ま
す
。

④

以
後
は
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
利
用
は
保
険

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
福
祉
用
具
」「
住
宅
改
修
」
は
自
宅
で
の
生
活

を
送
る
場
合
に
、
必
要
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
だ

け
償
還
払
い
（
ま
ず
全
額
自
己
負
担
し
、
そ
の
後

に
申
請
を
行
い
、
認
可
さ
れ
れ
ば
対
象
費
用
の
九

割
が
返
還
さ
れ
ま
す
。）と
し
て
、
保
険
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
給
付
対
象
と
認
め
ら
れ
な
い

場
合
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

給
付
対
象
の
確
認

に
は
あ
る
程
度
の
専

門
的
な
知
識
が
必
要

で
す
。
必
ず
、
勝
浦

町
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
（

二
―
三

七
〇
〇
）
も
し
く
は

町
役
場
福
祉
課
（

二
―
一
五
〇
二
）
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
に
と
っ
て
も
便
利
な

家
に
し
よ
う
！

介
護
保
険
の「
福
祉
用
具
」と
は
？

介
護
保
険
の「
住
宅
改
修
」と
は
？

二
つ
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
前

の
注
意
！

介護保険の

「福祉用具」「住宅改修」と

についての注意
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私
が
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
を
知
っ
た

の
は
、
つ
い
最
近
の
こ
と
だ
っ
た
。
毎

日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ

れ
て
い
る
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
、
私

は
何
一
つ
知
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
今
、

ハ
ン
セ
ン
病
な
の
か
。
私
は
図
書
館
や

書
店
に
行
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る

本
を
捜
し
回
っ
た
。
そ
し
て
、
私
の
目

に
と
ま
っ
た
の
が
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と

し
て
の
半
生
を
綴
っ
た
、
谺
雄
二
さ
ん

の
『
わ
す
れ
ら
れ
た
命
の
詩
』
と
い
う

本
だ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
あ
ま
り
に

も
す
さ
ま
じ
く
、
読
ん
で
い
て
胸
が
苦

し
く
な
っ
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
事
ば
か

り
で
私
の
心
の
中
は
も
や
も
や
し
た
ま

ま
だ
っ
た
。

「
真
実
を
知
り
た
い
」
そ
の
一
心
で

家
族
と
一
緒
に
私
は
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

に
あ
る
国
立
療
養
所
星
塚
敬
愛
園
を
訪

ね
た
。
そ
こ
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と

さ
れ
た
人
た
ち
を
収
容
す
る
施
設
だ
。

人
里
離
れ
た
十
万
坪
の
広
大
な
土
地
に

二
百
六
十
の
建
物
が
建
っ
て
い
た
。
昭

和
十
年
に
開
園
し
た
こ
の
星
塚
敬
愛
園

に
は
、
現
在
で
も
四
百
十
名
の
入
園
者

が
い
る
。
私
は
、
幸
運
に
も
そ
こ
で
四

十
年
暮
ら
し
て
い
る
竪
山
さ
ん
に
園
内

を
案
内
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

竪
山
さ
ん
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
の
原

告
団
の
中
心
と
な
っ
て
マ
ス
コ
ミ
に
も

度
々
登
場
し
、
県
内
外
飛
び
回
っ
て
い

る
方
だ
。

竪
山
さ
ん
は
、
十
三
歳
の
時
こ
の
療

養
所
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
。
お
父
さ
ん

と
二
人
暮
ら
し
だ
っ
た
竪
山
さ
ん
は
、

自
分
が
な
ぜ
こ
ん
な
所
に
連
れ
て
こ
ら

れ
た
の
か
、
初
め
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。

車
か
ら
降
り
る
と
療
養
所
の
係
員
が

運
転
手
に
、

「
患
者
が
、
す
わ
っ
て
い
た
場
所
は

ど
こ
で
す
か
。」

と
た
ず
ね
、
車
内
が
ま
っ
白
に
な
る
く

ら
い
消
毒
を
し
た
そ
う
だ
。そ
し
て
、竪

山
さ
ん
が
係
員
に
最
初
に
渡
さ
れ
た
も

の
は
、
何
と
遺
体
解
剖
承
諾
書
だ
っ
た
。

竪
山
さ
ん
は
、
た
だ
恐
く
て
言
わ
れ
る

ま
ま
に
署
名
、捺
印
し
た
そ
う
だ
。ま
た

家
族
に
迷
惑
が
か
か
る
と
い
う
理
由
か

ら
、
名
前
を
田
中
に
変
え
さ
せ
ら
れ
た
。

私
は
、
こ
の
時
す
で
に
竪
山
さ
ん
は

人
間
と
し
て
の
権
利
が
な
く
な
っ
て
い

た
こ
と
を
感
じ
た
。
生
き
て
い
な
が
ら

自
分
の
存
在
を
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
竪
山
さ
ん
は
歩
き
な
が
ら
私
に
、

「
こ
こ
は
、
入
口
は
あ
っ
て
も
出
口

が
な
い
ん
で
す
。」

と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
の
意
味
を
私
は

あ
と
で
よ
う
や
く
理
解
す
る
。

そ
れ
は
、
園
内
に
火
葬
場
や
納
骨
堂

が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
こ
で
亡
く
な
っ

た
患
者
は
、
故
郷
に
帰
る
こ
と
な
く
火

葬
さ
れ
、
納
骨
堂
に
入
れ
ら
れ
る
。

私
は
、
ら
い
予
防
法
と
い
う
誤
っ
た

法
律
に
よ
っ
て
多
く
の
患
者
が
、
死
ぬ

ま
で
隔
離
さ
れ
、
人
権
を
侵
害
さ
れ
て

き
た
こ
と
に
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。

周
囲
の
迷
信
や
無
知
に
よ
っ
て
た
っ

た
一
度
き
り
の
人
生
を
台
無
し
に
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
家
族
に
も
会
え
ず
、
ひ
っ

そ
り
と
亡
く
な
っ
た
患
者
は
、
あ
ま
り

に
も
み
じ
め
だ
。
せ
め
て
、
故
郷
の
お

墓
に
移
せ
た
ら
。
で
も
現
実
は
、
差
別

や
偏
見
が
い
ま
だ
に
根
強
く
、
遺
骨
を

引
き
取
り
に
来
る
家
族
は
い
な
い
と
い

う
。
そ
ん
な
無
念
の
死
を
遂
げ
た
患
者

に
対
し
て
は
人
権
の
回
復
が
、
社
会
復

帰
者
に
対
し
て
は
、
国
の
支
援
が
必
要

だ
と
思
っ
た
。

竪
山
さ
ん
は
私
た
ち
に
、
今
裁
判
で

一
緒
に
闘
っ
て
い
る
仲
間
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
っ
た
。
夫
婦
舎
に
住
む
お
二
人

は
、
園
内
で
結
婚
し
た
。
六
畳
二
間
の

部
屋
は
、
整
理
整
と
ん
さ
れ
て
、
奥
さ

ん
の
故
郷
の
沖
縄
の
置
物
が
あ
ち
こ
ち

飾
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
幸
せ
そ
う
に

見
え
る
二
人
に
も
、
つ
ら
い
過
去
が
あ
っ

た
。
結
婚
は
し
た
も
の
の
、
子
ど
も
を

産
む
こ
と
も
育
て
る
こ
と
も
国
の
政
策

に
よ
っ
て
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

竪
山
さ
ん
は
、
力
強
く
語
る
。

「
私
は
、
人
間
が
人
間
と
し
て
生
き

た
い
と
願
い
な
が
ら
、
と
う
と
う
人
間

と
し
て
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
仲
間
の
た

め
に
闘
っ
て
い
る
の
で
す
。」

そ
ん
な
思
い
か
ら
、
竪
山
さ
ん
は
裁

判
の
原
告
と
し
て
本
名
で
名
乗
り
出
た

の
だ
。

忙
し
い
時
間
の
中
で
、
私
た
ち
の
た

め
に
長
時
間
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
竪

山
さ
ん
。
そ
ん
な
竪
山
さ
ん
の
顔
か
ら

は
、
絶
望
の
暗
い
影
は
見
え
な
い
。
夕

焼
け
を
背
に
し
た
竪
山
さ
ん
は
、
き
ら

き
ら
と
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
自
信
に
満
ち
て

い
た
。
し
か
し
、
望
郷
台
か
ら
遠
く
を
見
つ

め
る
竪
山
さ
ん
は
、
そ
こ
で
故
郷
の
肉

親
を
思
い
な
が
ら
、
ど
れ
ほ
ど
の
涙
を

こ
ぼ
し
た
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、
帰

る
故
郷
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
愛
す
る
家

族
が
い
る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と

が
、
当
た
り
前
で
は
な
い
人
た
ち
が
同

じ
日
本
に
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
夏
す
ば
ら
し
い
出
会
い

を
し
、
衝
撃
的
な
事
実
を
知
っ
た
。

身
近
な
所
で
も
人
権
を
踏
み
に
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
や
職
場
で
「
自
分
と
は
違
う
」
と

い
う
感
覚
か
ら
、
無
視
し
た
り
、
軽
べ

つ
し
た
り
す
る
事
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
し
私
が
、
そ
ん
な
状
況
に
出
会
っ

た
ら
、
竪
山
さ
ん
の
よ
う
に
立
ち
向
か
っ

て
い
け
る
勇
気
を
も
ち
た
い
。
そ
し
て

そ
れ
を
行
動
に
う
つ
せ
る
よ
う
な
人
に

な
り
た
い
。
と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
が

今
の
私
な
ら
で
き
る
。
人
間
と
し
て
自

分
の
人
権
、
相
手
の
人
権
を
認
め
合
え

る
社
会
を
作
り
た
い
と
私
は
思
う
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

人間として

かたりあうページ
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残
雪
の
ま
だ
そ
こ
こ
こ
に
山
開

水
蓮
や
公
坊
ゆ
か
り
の
寺
の
池

坂
本

新
居

晋

帰
省
子
へ
母
が
手
盆
の
冷
麦
茶

老
農
の
鎌
休
ま
せ
る
青
田
風

坂
本

池
谷
武
久

賑
や
か
に
夜
仕
度
楽
し
山
開
き

ト
ン
ネ
ル
を
出
れ
ば
眩
し
き
青
田
か
な

坂
本

仙
才
よ
し
子

す
い
蓮
や
水
琴
蜜
を
聞
き
な
が
ら

バ
イ
ク
に
て
青
田
見
廻
る
老
農
夫

坂
本

山
口
昭
市

水
蓮
や
瀬
戸
焼
火
鉢
に
花
開
く

海
の
香
も
抱
い
て
来
た
り
ぬ
青
田
風

坂
本

仙
才

清

睡
蓮
の
池
に
ぱ
ら
ぱ
ら
雨
紋
か
な

負
け
試
合
ま
づ
は
麦
茶
に
息
入
れ
て

坂
本

新
居
雄
彦

熊
笹
の
径
カ
ラ
フ
ル
に
山
開
き

青
ガ
エ
ル
水
蓮
見
つ
め
正
座
せ
り

坂
本

中
山

治

朝
風
を
入
れ
て
涼
し
く
写
経
せ
り

ど
の
顔
も
童
と
な
り
て
螢
戀
う

坂
本

美
馬
直
枝

星
涼
し
片
手
で
外
す
イ
ヤ
リ
ン
グ

遠
花
火
乳
房
に
す
が
る
児
を
胸
に

三
渓

中
林
祥
子

見
は
る
か
す
五
つ
の
峠
朴
の
花

初
枇
杷
を
手
に
し
札
所
に
憩
ひ
を
り

横
瀬

日
下
智
世
子

白
さ
ぎ
が
可
愛
い
い
け
れ
ど
稲
あ
ら
す

田
の
中
に
石
か
と
思
え
ば
亀
を
踏
む

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

遍
路
さ
ん
可
愛
挨
拶
ラ
ン
ド
セ
ル

草
花
の
名
詞
を
忘
れ
梅
雨
に
老
い

生
名

小
西
典
子

一
卓
を
喪
服
が
占
む
る
か
き
氷

脇
役
で
過
ご
す
生
涯
紫
蘇
を
揉
む

生
名

丸
山
香
月

影
慕
い
捕
え
そ
こ
ね
し
雨
蛙

水
源
の
文
字
に
影
さ
す
ね
む
の
花

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

若
鮎
の
光
と
な
り
て
瀬
を
越
ゆ
る

瀬
波
立
つ
鮎
解
禁
も
近
き
川

沼
江

駒
津
光
洋

浴
衣
縫
ふ
花
の
模
様
の
柄
合
わ
せ

夕
顔
や
シ
ャ
ボ
ン
の
匂
う
孫
抱
き
て

沼
江

大
川
冨
美

植
え
終
え
し
棚
田
や
奥
は
な
お
棚
田

水
打
っ
て
門（
扉
）大
き
く
開
ら
か
れ
し

沼
江

中
井
清
二
郎

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で
は

な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投
句
で

き
ま
す
。
ま
た
作
品
に
優
劣
や
順
位
を

つ
け
た
り
添
削
等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。

多
数
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

（
係
）

次
回
作
品
募
集

八
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

九
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

詩
の
こ
み
ち
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

短
歌
一
人
一
首

川
柳
一
人
一
句

あ
て
先

中
角

豊
田

明

俳
句
一
人
二
句

締
め
切
り
日

い
ず
れ
も
八
月
二
十
日

７月３日 に英会話教室の閉講式を行いました。

約１年間、皆さん熱心に受講されました。

次回の受講生を新しく募集します。講師は勝浦中

学校で英語を教えている、ヴァーラル・ロビン・ダ

ンカンさんです。国際化時代に対応するため、また

趣味として、英会話を始めてみませんか。受講を希

望する方は、８月30日 までに教育委員会 ( ２－

2515)へお申し込みください。

開講期間 平成14年９月から平成15年６月くらい

毎週水曜日

コ ー ス

○初級コース 午後７時30分から８時30分まで
○中級コース 午後８時40分から９時40分まで

場 所 勝浦町住民福祉センター

募集人数 各コース25人

募集人数に達しだい締め切ります。

対 象 者 町内に在住されているか、町内で勤務され

ている15歳以上の方で、年間を通じて受講で

きる方。(学生の方は受講できません。)

開 校 式

日 時 ９月18日 午後７時30分から

場 所 勝浦町住民福祉センター １階研修室

わ
た
し
の
作
品

英会話教室

受講生募集

（水）

（金）

（水）
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８月 ガラスびん収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日
（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日
（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（20日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

８月

収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日
（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日
（12日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（19日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙
チラシが入っているのは大丈夫です。それ以外
は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

今月の回収日 ８月３日 午前９時まで

【
お
願
い
】
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
絶
対
に
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
！
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫

が
い
る
方
は
役
場
住
民
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
役
場
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

八
月

七

日

●

八
月
二
十
八
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

ククリリーーンン情情報報

（水）

（土）

（水）

（１）
（２）

（３）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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赤外線吸収または反射する

ナンバープレートカバー等は

徳島県道路交通法施行細則の一部を改正する規則が公布され、

平成14年８月１日 から施行されます。

家
出
す
る
人
の
な
か
に
は
、
家
庭
内
や
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

ま
た
恋
愛
関
係
、
病
気
等
の
心
身
の
重
荷
、
あ
る
い
は
金
銭
貸

借
の
悩
み
等
に
よ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ま
れ
に
原
因
・
理
由
等
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い

家
出
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
何
ら
か
の
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
恐
れ
の
あ
る
者
や
、
悩
み
に
耐
え
か
ね

て
自
殺
を
図
り
、
身
元
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
無
縁
仏
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
、
発
見
地
の
市
町
村
に
引
き
取
ら
れ
て
い
る

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
身
元
の
判
明
し
て
い
な
い
死
者
は

平
成
十
三
年
末
現
在
、
全
国
で

一
四
、八
五
七
人
（
過
去
十
五
年
間
）

平
成
十
三
年
末
現
在
、
徳
島
県
内
で

六
四
人
（
過
去
十
五
年
間
）

も
の
多
く
を
数
え
、
こ
れ
ら
身
元
不
明
死
体
の
身
元
確
認
と
、

家
出
人
の
発
見
、
保
護
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

八
月
七
日

警
察
本
部
二
階
研
修
室

八
月
八
日

阿

南

警

察

署

八
月
九
日

池

田

警

察

署

※
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

家
出
人
等
を
探
す
特
別
相
談
所
開
設
日
時
・
場
所

き
っ
と
ど
こ
か
に
…

～
行
方
不
明
者
を
探
す
特
別
相
談
所
を
開
設
～

１時間の雨量 雨 の 降 り 方

８から15㎜ 雨の降る音が聞こえる。

15から20㎜ 地面一面水がたまり、雨音で話声がよく聞こえない。

20から30㎜ 土砂降り。側溝から水があふれる。大雨注意報。

30から50㎜ バケツをひっくり返した状態。避難準備、大雨警報。

50㎜以上 滝のように降る。土石流が起こりやすい。

危険な集中豪雨 １時間の雨量に注目

徳島県道路交通法施行細則 第14条第10号

道路運送車両法に規定する自動車登録番号標又は車両番号標に、赤外線
を吸収し、もしくは反射するための物 を取り付け、または付着させ

て、大型自動車、普通自動車（原動機の大きさが、総排気量については0.050

リットル以下、定格出力については0.60キロワット以下のものを除く。）また

は大型特殊自動車を運転しないこと。

運転者の遵守事項違反となります。（違反点数無し）

罰 則 ５万円以下の罰金
反則金 [大型車] 7，000円 [普通車] 6，000円 徳島県警察

こ
の
他
、
各
警
察

署
で
、
常
時
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

駐
在
所
だ
よ
り

（水）（木）（金）
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国保と医療費

申し込み方法 国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、勝浦町税務課へお申し込みく

ださい。

申し込み締切日 定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは勝浦町役場税務課国保係〈 ２-1503〉までお問い合わせください。

検
査
項
目

内
科
診
察

血
圧
測
定
、
身
体
測
定

外
科
診
察

甲
状
腺
、
乳
ガ
ン
検
診

尿

検

査

蛋
白
、
糖
、
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
、
潜
血

便

検

査

ヒ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

血
液
検
査

赤
血
球
数
、
白
血
球
数
、
血
色
素
数
、
血
小
板
数
、

ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
、
Ｌ
Ｄ
Ｈ

ｒ
‐
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
Ｚ
Ｔ
Ｔ
、
Ｔ
‐
Ｂ
ｉ
Ｌ
、
Ｌ
Ａ
Ｐ
、
Ｔ
Ｐ
、

蛋
白
分
画
、
Ｔ
‐
Ｃ
Ｈ
Ｏ
、
Ｔ
Ｇ
、
Ｂ
Ｕ
Ｎ
、
Ｕ
Ａ
、
Ｎ
ａ
、

Ｃ
１
、
Ｋ
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
血
糖
、
Ｈ
Ｂ
Ｓ
抗
原
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗
体
Ⅲ

Ｘ
線
及
び
超
音
波
検
査

胸
部
単
純
撮
影
、
胃
・
十
二
指
腸
造
影
撮
影
、
腹
部
超
音
波

心
臓
検
査

心

電

図

費

用

三
万
六
千
円
（
自
己
負
担
五
千
四
百
円
・
補
助
金
額
三
万
六
百
円
）

医
療
機
関

国
民
健
康
保
険
勝
浦
病
院

期

間

平
成
十
四
年
九
月
十
八
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
ま
で
の
病
院
指
定
日

募
集
人
数

三
十
人
（
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
）

人
間
ド
ッ
ク

検
査
項
目

神
経
学
的
検
査
、
高
次
脳
機
能
、
血
小
板
凝
集
脳
検
査
、
聴
力
検
査
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ(

脳
の
断
面
図)

、
Ｍ
Ｒ
Ｉ(

脳
血
管
の
画
像
診
断)

、
頚
部
頚
動
脈

費

用

四
万
九
百
五
十
円
（
自
己
負
担
六
千
百
円
・
補
助
金
額
三
万
四
千
八
百
五
十
円
）

医
療
機
関

阿
南
共
栄
病
院

期

間

平
成
十
四
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
二
月
十
三
日
ま
で
の
病
院
指
定
日

募
集
人
数

三
十
人
（
申
し
込
み
順
と
し
ま
す
）

脳
ド
ッ
ク

対象者
勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40

歳から69歳までの方。ただし、老人保健法による医療
受給証の交付を受けられている方は対象になりません。

人間ドック成人病検診 を受けてみませんか脳ドック
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みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

１ 木 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 星谷 集 会所 乳幼児とその家族

２ 金
健 康 相 談
母 と 子 の 健 康 教 室

９:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

乳幼児とその家族 健 康 手 帳

５ 月 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 中角 集 会所 乳幼児とその家族

６ 火 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:30
今山ふれあい
交 流 館

乳幼児とその家族

７ 水
健 康 相 談
母 と 子 の 健 康 教 室

９:30～14:00 横瀬 集 会所 乳幼児とその家族 健 康 手 帳

８ 木 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 生名センター 乳幼児とその家族

９ 金 デイ・ケア たんぽぽの会 13:30～15：30
住 民 福 祉
セ ン タ ー

会 員

19 月 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

20 火 母 と 子 の 健 康 教 室 ９:30～14:00 中山 集 会所 乳幼児とその家族

27 火

生活習慣病予防教室
健 康 相 談

９:30～14:00

坂本 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

平 賀 先 生 の お 話 14:00～14:40

28 水 親 子 健 康 教 室 ９:00～15：00
農村環境改善センター
勤労者体育館

小学生とその保護者

30 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14：30
農村環境改善
セ ン タ ー

Ｈ13年12月１日～Ｈ14年６
月30日までに生まれた子

母子健康手帳

８月の保健行事 〈問い合わせ先 福祉課保健師へ 2-1502〉

今
日
、
運
動
不
足
や
高
脂
肪
食
等
に
よ
り
、
血
液
検
査
結
果
か
ら
中
性
脂
肪

や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
等
に
異
常
を
示
す
子
ど
も
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
食
生
活
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
が
大
き
く
影
響
し
て
起
こ
る

肥
満
に
つ
い
て
は
、
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
等
を
引
き
起
こ
す
要
因
の

一
つ
で
あ
る
た
め
、
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
学
校
、
保
護
者
、
行
政
等
が
連
携
し
、
心
身
共
に
子
ど
も
の
健
全

育
成
が
図
れ
る
よ
う
、
左
記
内
容
で
親
子
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

○
対

象

者

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

○
第
一
回
開
催
日

平
成
十
四
年
八
月
二
十
八
日

○
実
施
場
所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

勤
労
者
体
育
館

○
実
施
主
体

勝
浦
町
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会

○
参

加

費

無

料

※
肥
満
傾
向
に
あ
る
方
は
、
健
康
状
態
把
握
の
た
め
事
前
に
医
療
機
関
で
の
検
査
を
お

勧
め
し
ま
す
。（
な
お
、
検
査
費
用
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

◎
参
加
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
詳
細
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
参
加
人
数

は
十
五
組
と
な
り
ま
す
の
で
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ッ
フ
（
栄
養
士
、
養
護
教
諭
、
運
動
指
導
士
、
食
生
活
改
善
推
進
員
、
保
健
師
）

第
二
回
開
催
日
は
、
平
成
十
五
年
一
月

(

冬
休
み
中)

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

八
月
五
日

ま
で
に
役
場
福
祉
課
（

二
―
一
五
〇
二
）
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先

生
比
奈
小
学
校
（

二
―
三
〇
〇
四
）

横
瀬
小
学
校
（

二
―
二
〇
〇
九
）

役
場
福
祉
課
（

二
―
一
五
〇
二
）

親 子
健康教室

子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て
保
護
者
の
方
も

一
諸
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

時 間 内 容

８:30～８:50
９:00～
９:15～10:00

10:10～11:00

11:15～

12:00～
12:45～

受 付
開 会
“生活チェック”＆“健康カルタとり”
講 師 三木、青木養護教諭

体イキイキ 親子体操

～呼吸法を取り入れて～
講 師 小野寺奈保子先生

“食事について考えよう”
講 師 播磨、仁木、松二栄養士
試 食“バイキング食”
個別相談、交換会

○日 程

（月）
（水）
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保 健 だ よ り

基本健診・婦人がん検診をまだ受診していない人へ

人
生
の
折
り
返
し
時
点
で
あ
る
更
年
期
。

元
気
で
、
は
つ
ら
つ
と
過
ご
す
人
、
様
々

な
症
状
に
悩
ま
さ
れ
イ
ラ
イ
ラ
し
て
過
ご
す

人
、
そ
の
過
ご
し
方
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。

そ
の
差
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で

し
ょ
う
。
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
？
あ
る
程
度

は
、
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
よ
う
で
す
。

更
年
期
に
見
ら
れ
る
身
体
の
変
化
や
、
老

化
を
防
ぐ
の
に
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
る

「
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
」
な
ど
、
健
康
で
若
々

し
く
過
ご
せ
る
方
法
等
に
つ
い
て
、
次
の
内

容
で
講
演
を
開
催
し
ま
す
。
確
か
な
知
識
を

も
ち
、
更
年
期
を
潤
い
の
あ
る
生
活
に
し
ま

し
ょ
う
。

講

演
「
更
年
期
を
生
き
生
き
過
ご
す
た
め
に
」

講

師

徳
島
大
学
医
学
部
産
婦
人
科

助
教
授

安
井
敏
之

先
生

日

時

平
成
十
四
年
八
月
二
十
二
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

場

所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料

申
込
先

福
祉
課

保
健
師
（

二
―
一
五

〇
二
）
ま
た
は
、
阿
南
保
健
所

健
康
対

策
係
（

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二
）

に
、
電
話
で
八
月
十
二
日

ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

平成14年４月から現在までに、総合健診、人間ドック、職場健診等で、基本健診、婦人がん検診を受け

ていない人を対象に、町内医療機関で委託による検診を次のとおり実施します。年に１度は必ず受診しま

しょう。

健診項目

※ただし、満70歳以上の人、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の人は無料です。医療機関窓口でお申し出ください。

注意 肝炎ウィルス検査は基本健診と合わせて実施するため、基本健診を受診しない人は肝炎ウィルス検査を受けることができません。

期 間 ８月１日 から12月20日

実施機関

健 診 項 目 対 象 健診料 内 容

基 本 健 診 40歳以上 500円
身体測定、血圧、検尿、心電図検査、血
液検査（コレステロール、中性脂肪、
肝機能、腎機能、貧血、血糖）、診察

肝炎ウィルス検査

①平成15年３月31日までに、40
歳、45歳、50歳、55歳、60歳、
65歳、70歳を迎える人。

②過去に肝機能異常を指摘され
たことがある人。

1，200円
血液中のＣ型肝炎ウィルス抗体、Ｂ
型肝炎ウィルス抗原を検査して、感

染の有無を調べる。

子宮がん（頚部） 満30歳以上の女性 1，700円 問診、細胞診

乳 が ん 満30歳以上の女性 700円 問診、視診、触診

医療機関名 検診の種類 曜 日 受付時間

湯 浅 医 院 基本健診・肝炎ウィルス検査

月・火・木・金 ９:00から17:00

水 ９:00から15:00

土 ９:00から12:00

山 西 医 院

基本健診・肝炎ウィルス検査 月から土 ９:00から12:00

子宮がん検診
月から木 ９:00から17:00

金・土 ９:00から12:00

勝 浦 病 院
基本健診・肝炎ウィルス検査（内科外来） 月から金 14:00から16:00

乳がん検診（外科外来） 木・金 14:00から16:00

女
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

（月）

（木）

（木） （金）
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八
月
の
行
事

漫
画
・
ポ
ス
タ
ー
教
室

一
日

午
後
二
時
か
ら
四
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

十
七
日

午
前
十
時
か
ら

図
書
館
幼
児
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
五
日

午
後
二
時
か
ら

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

七
日
・
十
四
日
・
二
十
一
日

二
十
八
日

休

館

日

五
日
・
十
二
日
・
十
九
日

二
十
六
日
・
三
十
一
日

※
図
書
館
が
し
ま
っ
て
い
る
時

の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

デスモラス（アンモナイト）

約１億１千７百万年前の白亜紀藤川層から産
出する化石です。巻は密でＳ字状の太い筋があ
り他にこれと言った表面の装飾は見られません。

と き ８月11日 から18日

ところ 図書館２階視聴覚室

化石同好会・勝浦町化石研究会のご協力により、恒例の化石

展示会（第９回）を開催いたします。立川で恐竜の歯の化石が

出土し、以後、化石に関心の深い人々が県内外から訪れるよう

になりました。今年も珍しい化石を心ゆくまでご鑑賞ください。

そして同時に勝浦町内の風景等の写真も数多く展示いたしま

す。記録に残さなければならない勝浦町の姿、気づかなかった

勝浦町の姿をのぞいてみてください。

中
学
改
造

学
校

に
は
何
が
で
き
て
、

何
が
で
き
な
い
の
か

櫻
井
よ
し
こ
・
苅
谷
剛
彦
・
鈴
木

寛

共
著

子
ど
も
と
お
か
あ
さ
ん
の

手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
絵
本

小
林
衛
己
子
・
と
き
わ
平
幼
児
教
室
編

図
解
世
界
の
化
石
大
百
科

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ピ
ン
ナ

一

般

書

わ
が
集
外
集

陳

舜
臣

至
福
の
境
地

曽
野
綾
子

黒

喜

劇

阿
刀
田
高

詩
歌
の
待
ち
伏
せ

北
村

薫

御
隠
居
忍
法
唐
船
番

高
橋
義
夫

狂
王
の
庭

小
池
真
理
子

不
撓
不
屈

高
杉

良

に
た
り
地
蔵

公
事
宿
事
件
書
留
帳

澤
田
ふ
じ
子

マ
ー
ブ
ル
騒
動
記

井
上

剛

竜

宮

川
上
弘
美

カ
リ
ナ
ン

春
江
一
也

家

族

力

山
本
一
力

天
の
夜
曲

宮
本

輝

ネ
イ
バ
ー
ズ
・
ホ
ー
ム
・
サ
ー
ビ
ス

前
川
麻
子

（
ノ
ス
リ
）
の
巣

逢
坂

剛

異
聞
・
武
蔵
剣
刃
録

新
宮
正
春

平
成
三
十
年

上
・
下

堺
屋
太
一

定

年

学

講
談
社
編

新
着
図
書
紹
介

８月14日 は午後五時まで

当日は、午後５時までで閉館させて

いただきます。

ご不便をおかけす

ることとは存じます

が、よろしくお願い

申し上げます。

図 書 館
だ よ り化石展・写真展同時展示

（日） （日）

（水）

（木）
（土）

（日）
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６
月
16
日
～
７
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
三
溪
字
樫
渕

寺
尾
勝
美

（
大
字
生
名
字
屋
敷

戎
野

愛

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

岡
本
昌
孝

二
男

大
字
久
国

）

字
馬
場

美
佐

駿
し
ゅ
ん

鈴
木

学

二
女

大
字
沼
江

）

字
夫
婦
松

ゆ
か
り

麻ま

友ゆ

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
棚
野
字
畑
田

交通事故相談日

日 時 ８月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 小 倉 歓 一
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

８月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月３日 赤 岩 医 院 ２－２００６

８月５日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月７日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

８月９日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月11日 山 西 医 院 ２－３０２７

８月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月15日 湯 浅 医 院 ２－２００３

８月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月19日 赤 岩 医 院 ２－２００６

８月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月23日 上 勝 町 診 療 所 ４－５０１０

８月25日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月27日 山 西 医 院 ２－３０２７

８月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

８月31日 湯 浅 医 院 ２－２００３

平日 午後６時から翌朝午前９時

休日 午後７時から翌朝午前９時

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ８月２日
８月９日
８月16日
８月23日
８月30日

● 時間
午後１時から午後４時30分

● 内容
人権・行政・厚生・福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

８ 月

８月交流講座ご案内
近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
１ ８ 22 29

午後７:30から９:30
木 木 木 木

踊 り
６ 23 27

午後２:00から４:00
火 金 火

歌 謡
６ 20 27

午後７:30から９:30
火 火 火

生け花
５ 12

午後７:30から９:30
月 月

大正琴
１ ８ 23 木曜日は午後１:00から３:00

金曜日は午後７:00から９:00木 木 金

習 字
９ 23 30

午後７:00から９:00
金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

田
恭
二（
96
歳
）

大
字
三
溪
字
西
婆
羅
尾

鏡

ス
ギ
ノ（
87
歳
）

大
字
坂
本
字
日
浦

日
浦
國
夫（
74
歳
）

大
字
沼
江
字
神
谷

中
村
キ
ク
ミ（
83
歳
）

大
字
沼
江
字
一
楽

大
井
キ
ヌ
ヱ（
86
歳
）

大
字
坂
本
字
宮
平

新
居
富
夫（
69
歳
）

大
字
三
溪
字
日
浦

山
田
純
之（
66
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

６
月
16
日
～
７
月
15
日

岡

憲
司
さ
ん
（
星
谷
）

高
田
宏
幸
さ
ん
（
棚
野
）

村
上
靖
治
さ
ん
（
横
瀬
）

中
村
幸
七
さ
ん
（
石
原
）

大
井
和
昭
さ
ん
（
沼
江
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸籍の

窓窓

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（土）

（日）

（金）

（木）

（土）




